
つながる教育・つなげよう実践 023 0617 人権教育（校内研修）の学び 
 
１ 熊本県教育委員会が実施している「人権教育の推進に関する教職員アンケート調査」  

 

 
（１）１０年間で見られる傾向 
  ① 成果 
    人権課題への関心は全体的に高まっている 
   ア ハンセン病問題 
   イ 水俣病をめぐる人権問題 
   ウ 障がい者の人権 

   エ インターネットによる人権侵害 
   オ 性的指向・性自認 
  ② 課題 
    知識は向上しているが、実践への自信には課題が残る 
   ア 「知っている」「理解している」という回答は増加。 
   イ 「授業でどう扱うか」「差別事象への対応をどう行うか」については、継続し 
    た研修の必要性が指摘 
（２）新しい人権課題への対応 
  ① SNSやインターネット上の誹謗中傷 
  ② 性的マイノリティに関する理解 
  ③ 多文化共生 
    など、10年前には十分扱われていなかった課題への関心が高まっている。 
 
２ まとめ 
  10年前と比べると教職員の人権に関する知識や関心は確実に高まっています。しか  
 し、人権教育は「知っている」ことがゴールではありません。子どもたち一人一人が大  
 切にされる学級や学校をつくるために、学んだことを日々の教育実践にどう生かすかが 
 問われています。 
  本日の研修は、講義を聞いて知識を得るだけの研修ではなく、互いに考えを交流し、  
 自ら感じ、考える参加体験型の研修でした。 
 
 以下の３つは、私たちが子どもたちに育みたい力です。 
  ◾️ 相手の思いを読み取る力 

  ◾️ 自分事として考える力 
  ◾️ 多様な考えを尊重しながら協働する力 
 参加体験型の研修は、そうした力を私たち自身が体感しながら学ぶことができる点に大
きな価値があります。 

 今年は、水俣病公式確認から 70年という節目の年です。 
 人権について「知っている」だけで終わるのではなく、「感じる」「考える」「行動す
る」ことにつなげていくことが求められています。 
 本日の学びを、それぞれの学級経営や授業づくり、そして子どもたちとの日々の関わり
の中で生かしていくことが「つながる教育・つなげよう実践」の目指すものです。 
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